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化、国の在宅医療推進政策の中にあって、有床診療所には、これまで以上に在宅医療

を支える機能が期待される。有床診療所は、病院が存在しない地域や病院が閉鎖に追

い込まれた地域、特に過疎地やへき地において、病院に代わる役割も担っている。 

すなわち有床診療所は、病院を補完するだけのものではなく、その固有の機能で地

域医療を支えているとの認識に立つべきである。そして、有床診療所の機能を維持、

向上させるため、病床の活用についての柔軟な施策と財源的手当てが必要である。 

 

図1-3-5　総病床数の粗い推計
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*2008年度の医療療養病床は「病院報告（平成20年6月分概数）」から計算。その他の病床は厚生労働省「医療施設動態調
査（平成20年9月末概数）。介護療養病床は含まない。2010年以降は（社）日本医師会「グランドデザイン200７」。

 
図1-3-6　有床診療所の病床数の推移
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*出所：厚生労働省「医療施設調査」。2008年は厚生労働省「医療施設動態調査（平成20年10月末概数）」

（年）

 
  


